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学術研究プラットフォーム
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目的
「統合イノベーション戦略」や「G7科学技術大臣コミュニケ」で示されている国内外の施策にあわせて、研究データの活用・流通・管理
を促進し、データ駆動型社会に対応した『学術におけるデータ駆動型研究』を推進する「学術研究プラットフォーム」の整備、運用を行
うことで、世界最先端の研究・教育のためのIT環境を実現する。このことにより、世界的なオープンサイエンスの促進に貢献するととも
に、研究データ管理等の研究機関・研究者に求められる新たな責務を果たす。加えて、大学等における大学DX・研究DX・教育DXを支援
し、データ駆動型研究を促進、AIによる研究加速に対応すべく研究基盤の整備・強化を抜本的に推進、日本の研究力を強化する。

概要
１．研究データ基盤「NII RDC」の運営

○研究活動のライフサイクルに即し、研究データを管理・公開・検索
できる研究データ基盤（NII RDC）を運営

○高度化した研究データ基盤の機能（ガバナンス、プロビナンス、
コード付帯、秘匿解析、キュレーション、セキュア蓄積環境、人材
育成基盤）を実装し、研究機関・研究者に求められる新たな責務を
果たすことを支援

○研究データ基盤の利用を促進し、データ駆動型研究を支援

２．ネットワーク基盤「SINET6」の運営
○全国を400Gbpsで網目状に接続した学術情報ネットワークを運営
○海外研究ネットワークとも複数の100Gbpsで相互接続し、国際的

な先端研究推進を支援
○先進的なIoT活用を促進するためモバイル網の活用
○大容量データを短時間で転送するネットワークサービス等の高速化

したネットワークを利活用するための機能開発・提供



1. 研究データ基盤の整備・運営
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日本の研究データ基盤ーNII Research Data Cloud

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情報
と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

• データ管理基盤から簡単操作で成果公開
• 図書館員やキュレータによる、メタデー

タ編集やDOI付与、公開の統計機能

• 実験装置や解析用計算機と連携
• 共同研究者間、研究室、ラボで研究デー

タの共同管理
• 組織のストレージに接続した利用

アクセスコントロール
実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

直結

長期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤

研究公正や成果の再利用を可能とするオープンサイエンスとデータ駆動型研究を推進
• 研究ライフサイクルに即した３つの基盤「管理基盤」「公開基盤」「検索基盤」を、2021年から提供
• 「AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業（文科省、2022-2026年度)」により、

研究にさらに必要とされる７つの機能を開発、提供に取り組む

外部ID発行サービス



NII RDC: 管理基盤GakuNin RDMの利用機関数と利用者数
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1,138人（2025年10月, Active User数 ※）

※Active User数：1か月に１度以上ログインしたユーザー



NII RDC: 公開基盤JAIRO Cloudの利用機関数と本文コンテンツ数
・機関リポジトリ（研究成果を収集・保存・発信する器）のクラウドサービスJAIRO Cloudを提供

・大学でのシステム運用負荷の軽減により、機関リポジトリ数が拡大
・必要な機能を備えたシステムをクラウド上で提供することで全体を効率化
・学術情報のオープンアクセスを推進

・従来リポジトリを持てなかった機関の利用に加えて、独自にリポジトリを構築してきた機関（青色）もJAIRO Cloud（橙色）への移行が進展
・データも扱うことができる汎用リポジトリシステムを欧州CERNと共同開発し、JAIRO Cloud利用機関に展開
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JAIRO Cloudで公開予定
JAIRO Cloud利用
独自構築
本文コンテンツ数

863機関がJC利用（2025年10月、公開予定を含む）

2,427,933件（2025年3月 ※）

機関数 本文コンテンツ数(件)日本の機関リポジトリ構築数

※JAIRO Cloudへの本文コンテンツ登録件数



NII RDC: 検索基盤CiNiiの収録件数と検索回数
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検索回数 1100万回2024年度
月間平均

詳細表示 7960万回2024年度
月間平均



AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業
（文科省、2022-2026年度)によるNII RDC - ７つの高度化の取り組み
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研究データ基盤高度化チーム

組
織

分
野

トップダウン

ボトムアップ

データ管理
公開の

組織的役割

ルール·ガイドライン整備チーム

人材育成チームデータ管理
公開の

組織的支援

融合·活用開拓チーム NII RDC
利用の

プラクティス

プラットフォーム連携チーム NII RDC
と分野PF
の連携

使いやすく共有しやすく 守りやすく

利活用の好事例を形成・
異分野融合への展開

利活用する＆
支える人材を育てる



• 「データ解析機能」は、142機関（2025年12月現在）で利用可能【https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2】
• 研究データエコシステム構築事業・ユースケース公募テーマ等での活用事例も生まれている【事例1、2】
• 計算資源の独自調達が困難な図書館でも「分野固有のメタデータの共通スキーマへの変換」という実践が可能になった【事例2】

コード付帯機能（データ解析機能）
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研究データエコシステム構築事業ーNII RDC 高度化7機能

Launch

実行環境定義プログラム入力データ

HPCI

大学

データ解析環境をGakuNin RDMから
1クリックで構築・関連データを一元管理

JupyterHub（共用のデータ分析環境）
がインストールされた計算機と連携

計算機環境は、NII提供の計算機
だけでなく、mdx等とも連携可能

出力
データ

【事例1】 【事例2】

https://japanlinkcenter.org/rduf/doc/rduf2023_LT_3.pdf

「AIOps による
ネットワーク運
用効率化に向け
たデータ駆動型
共有ナレッジ
ベースの構築」
（広島大学）

「研究データの可視化・検索性の向上を目指したメタデータ
変換システムの開発と実装」（名古屋市立大学）



人材育成基盤のユースケース創出︓教材開発と利用促進
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学認LMS（eラーニングプラットフォーム）
※学認機関であれば、誰でも学習可能

自分の大学向けに
共通教材をカスタマイズ

したい

研究データエコシステム構築事業ーNII RDC 高度化7機能

GLMSのコンテンツカスタマイズ機能
• PtM（合成音声付き動画教材作成システム）
• LTI-MC（マイクロコンテンツ教材作成機能）

• NII RDC人材育成基盤が提供する機能や教材に基づいて：
①機関の研究データ教育に利用 ← 大阪大学・九州大学・オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）の連携成果等
②自機関で教材をカスタマイズして活用 ← 教材開発を支援する機能群でカスタマイズを支援

①共通教材 ②機関向けカスタマイズ教材

研究データ管理の基礎を学習
【2025年度公開】オープンサイエンス時代における研究データマネジ
メント基礎（JPCOAR）

NII RDCの利用方法を学習
【2024年度公開】GakuNinRDM 利用支援コース
【2025年度公開】GakuNinRDM 利用支援コース: 研究室編
【開発中】解析基盤/GRDM利用促進教材

共通教材を自機関向けにカスタマイズする方法を学習
【開発中】学認LMS自機関限定コース利用促進教材 



scRNA-seq(N ≧ 1)

層別化

細胞変容の
ダイナミクス

細胞周期の
ダイナミクス

ウイルス
感染症
松浦PM

認知症
関連疾患
高橋PM

MS目標2全体でのデータ共有・解
析・公開を実現するため、藤原Gと
山地Gでは研究データ基盤の研究開
発および研究現場への応用を行って
いる。データ共有の核となるメタ
データの扱いについては、利用者と
なる研究者との意見交換を入念に重
ね、その入力・表示・検索機能の設
計と開発を行った。 

共
有

支
援

データの解析環境については、MS2プロ
ジェクト内で開発された解析方法をパッ
ケージ化して、実験から解析までのルーチ
ンを簡便かつ迅速に実践できる環境へと利
便性を向上させた。共有方法に制約がある
データについても、その利活用を促進する
ために、閉域網中での包括的未病データ
ベースの解析環境の設計およびプロトタイ
プ開発を実施した。

ムーンショット型研究開発制度 合原プロジェクト「複雑臓器制御系の数理的包括理解と超早期精密医療への挑戦」
医学・数理連携研究のための包括的データベース構築

藤原寛太郎
(東京大学)

山地一禎
(国立情報学研究所)

精神疾患
メタボ
合原PM

医学・数理的連携研究

連
携

難治性がん

大野PM

糖尿病及び
併発疾患
片桐PM

秘匿解析

データ共有・解析・公開

飯田渓太
(大阪大学)

MS目標2で横断的に利用可能な数理解析基盤の構築を行なってい
る。飯田Gでは、疾患変容を分子レベルで捉える1細胞オミクス
データ解析ツール (Iida et al., Bioinformatics, 2022)、および遺伝子
発現動態を推定する理論の土台を構築した（Iida et al., Cancers, 
2024）。

野下浩司
(九州大学)

野下Gでは、モデルベース形態測定学向けPythonパッケージ
ktchを開発・公開している。対象の「かたち」や「動き」を
定量的に解析する基盤を構築し、三次元や階層的な「かた
ち」への拡張を進めている。

モデルベース形態測定学パッケージ 三次元/階層的「かたち」の定量化

包括的未病データベース構築

https://www.sat.t.u-tokyo.ac.jp/moonshot/ 11

管理基盤によるメタデータ管理 公開基盤によるカタログ情報の共有
GakuNin RDMで再利用性を高めたメタデータを管理、JAIRO Cloudでプロジェクトのデータカタログ化

NII RDC 活用事例
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2. ネットワーク基盤の整備・運営
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SINET6 － 国内回線の整備状況

国立大学 公立大学 私立大学 短期大学 高等専門
学校

大学共同
利用機関

研究を目的
とする組織 合計

加入機関数
（加入率）

85
(100%)

98
(95%)

448
(71%)

91
(30%)

56
(97%)

16
(100%)

236 1,030

（2025年11月時点）

：SINET DC
：400Gbps国内回線
：100Gbps国内回線

• 国内回線は全面400Gbps（沖縄は100Gbps)、国内DCは70拠点を整備。
• SINET6開始後、約40機関の増加（2022.3末990）
• アクセス回線数は、約300の増加（2022.4は1474→2025.8は1754）

SINET加入機関数の推移

SINET6国内回線構成図



SINETデータ通信量の伸び

142014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

注：データ通信量(バイト)はINのみ表示。

エクサバイト

2025 2026
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年度 2014→2015 2015→2016 2016→2017 2017→2018 2018→2019 2019→2020 2020→2021 2021→2022 2022→2023 2023→2024 平均

増加率 1.43 1.45 1.34 1.20 1.46 1.10 1.07 1.40 1.30 1.34 1.31
SINET4 SINET6SINET5

新型コロナウィルス流行期：実測値
：予測値

• SINETデータ通信量の伸びは、コロナ期を除き年率1.3-1.4倍で通信データ量が増加している。日本のインター
ネット通信量の増加率が 約1.2倍* であることと比較しても伸びが著しい。

* 2022～2024年データ。https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r06/html/nd212240.html 及び インターネット白書2025より 
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アクセス回線数と接続帯域が急伸
• SINET6では加入機関の接続帯域が増強され、その総和はSINET5最終時と比較し、現時点で2.5倍
• 接続数は、SINET5と比べ、400Gが新規に15回線、100Gが3.5倍(109回線)、10Gが１.5倍(998回線)
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1,984

4,960

11,327

21,125

28,487

［Gbps］

急激に増加
急激に増加
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SINET6 － サービスの利用状況
• 各種サービスの利用数も順調に拡大している

L2VPN/L3VPN クラウド接続仮想大学LAN
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SINET6の信頼性－豪雨等でも運用継続
• 京都-福井区間のケーブル障害時には周りの回線経由で通信迂回

京都-福井間

岐阜-彦根間 障害期間中
通常よりもトラフィック増

京都-福井 （2022年8月）※５日間

大雨にてケーブル断発生

近畿地方への通信を自動で迂回

石川-福井間
障害期間中
福井-石川のトラフィック減福井

京都

石川

岐阜彦根

障害発生 障害回復



JDXnet
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 大型研究プロジェクトでは、実験設備のリプレースによるデータ量の急激な増大、研究サイクルを早めるためのスパコン
の高性能化や国内・国際共同研究の活性化によりアクセス回線も増強され、SINET6後半も活発な利用が想定される

 ノーベル賞受賞につながる世界トップレベルの研究にも貢献：Belle, Belle-II, スーパーカミオカンデ, LHC ATLAS

北見
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静岡

浜松
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富山
金沢

福井

神岡

彦根
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柏相模原

量子研 ITER-BA
～85Gbps
～100Gbps

国立天文台
VLBI
32Gbps～

量子研（東北大内）
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HPCI（東北大）
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量子研 JT60-SA
10Gbps～
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国土地理院
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～4Gbps
～40Gbps

J-PARC
～3Gbps
～15Gbps

KEK  BellⅡ
～100Gbps
～400Gbps

HPCI(筑波大)

国立天文台
VLBI
32Gbps～

HPCI(北大)
10Gbps～

東大木曽観測所
Tomo-e Gozen
～8Gbps
25Gbps～

東大宇宙線研
KAGRA
～0.5Gbps
～10Gbps

東大宇宙線研
カミオカンデ
～10Gbps
～40Gbps

核融合研
LHD/CHD
～9Gbps
～85Gbps

東大医科研
SHIROKANE
～20Gbps
40Gbps～東大素粒子研

LHC-ATLAS
～100Gbps
400G～1Tbps

産総研
ABCI

理研
HOKUSAI

JAMSTEC
地球シミュレータ
～20Gbps

東大地震研
JDXnet
～1Gbps

国土地理院
干渉SAR
1Gbps
～10GbpsJAXA

はやぶさ2

JAXA
MMO

神奈川工科大
広帯域インライン
コンピューティング
～300Gbps
～800Gbps

遺伝研 DDBJ
～60Gbps
～70Gbps

HPCI
(名大)

国立天文台
VLBI
32Gbps～

HPCI(京大)
3～20Gbps

HPCI(阪大)
～20Gbps
400Gbps～

富岳(理研)
～100Gbps
100Gbps～

SPring8
数Gbps～
40～100Gbps

SACLA
6.4Gbps～
40～100Gbps

広島大 LHC-ALICE
～5Gbps  ～10Gbps

国立天文台
VLBI
32Gbps～

HPCI(九大)
～40Gbps
～100Gbps

幅広い学術分野からの利用状況

注）黒字のみ記載は、現状維持か未回答

ITER
～85Gbps
～100Gbps

：現在(2025.3)の利用帯域
：将来の需要予測帯域

■図の読み方（以下はITER-BAの例）

：< 100Gbps環境整備済み
：100Gbps 〃
：400Gbps   〃

HPCI（東大）



19

モバイルSINET（利用事例）
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SINET6 新サービスの利用状況

フィルタオンデマンド (NII-SOCSが迅速な防御に活用)

ミラーオンデマンド（NII-SOCSが攻撃分析に活用）

ミラー要求
オンデマンド
サーバNII SOCS

ルータ ルータ

分析装置

大学A 大学B 大学C

Dynamic mirroring

ルータ ルータ

分析装置

大学D 大学E 大学F

ミラートラフィック

国立大学等のアクセス回線の通信をオンデマンドでミラーリングしNII-
SOCSの分析装置に送信。分析対象を増やしより詳細な攻撃分析を実現

国立大学等の通信をオンデマンドでフィルタリング
登録済みデータと照合することで攻撃から迅速な防御を実現

自動DDoS Mitigation (2023年1月開始)
❶ 利用機関からサービス申請（対象IPアドレス登録）
❷ ルータから情報収集
❸ DDoS攻撃を検出 （→ ❹パケット廃棄制御を発動）

ルータ

利用機関

DDoS検出・制御
システム

❶ ❷

❹

❸

Internet

SINET
受付

Internet

ルータ

❷

❹

ポータル
サイト

モニタリング結果

データセンタ接続冗長化

大学 ルータ1

ルータ2

L2MUX

回線1

L2MUX

回線2

LC1
SINET DC1

回線多重装置

SINET DC2

• 2本以上のアクセス回線を SINET DC1 に接続
• 内一つの回線を回線多重装置経由で別DCのルータに収容

利用機関数：30
(2025年10月31日現在)

upgradeサービス

新サービス

利用機関数：77
(2025年10月31日現在)
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SINET6 － 国際回線の整備状況

AERでバックアップ

GÉANT

AARNet

RedCLARA

ニューヨーク

シドニー

ハワイ

ルアンダ

ケープタウン
サンチャゴ

サンパウロ

NKN

シンガポール フォルタレザ

REUNA

東京

GOREX

NORDUnetSURF

アムステルダム

SOE

パース

APOnetでバックアップ

: 国際学術IX

: SINET国際回線（100Gbps）

: SINETルータ

: 他NREN回線: 他NRENルータ

: SINET国際回線（100Gbps×4）
AER: Asia-pacific Europe Ring
ANA: Advanced North Atlantic
APOnet: Asia Pacific Oceania Network

ESnet

CalREN

CANARIE

Internet2
Pacific
Wave

MAN
LAN

ロサンゼルス
ANAでバックアップ

Nether
Light

• ロサンゼルス・ニューヨーク回線：400Gbps（2025/4~)
• アムステルダム回線：当初100G×2回線を計画していたが、トラフィック増加に合わせ、同コストで容量を倍増し

100G×4回線を米国経由で敷設(2024/4~)
• シンガポール/グアム回線：各100Gbps（2022/4~）
• 南米回線は海底ケーブルの敷設遅延によりSINET6での整備は見送り（ニューヨークIXで400Gbpsで南米に接続）

: SINET国際回線（400Gbps×1）
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学認クラウド － クラウド利活用支援の強化

導入検討 調達
活用

導入支援サービス ゲートウェイサービス
選択の基準や、導入・活用に関わる

情報を整備・共有
クラウドサービスにワンストップで
アクセスするためのポータル機能

共通サービス

高度活用

オンデマンド構築サービス
研究教育のためのクラウド環境構築を

技術的に支援

SINETStream
広域データ収集・解析プログラムの

開発を技術的に支援

情報提供・共有 (コミュニティスペース) 
個別相談対応     クラウド活用度調査実施

ミーティング／ワークショップ開催

データ解析基盤
NIIクラウドを中心に多様な

データ源・計算資源を連携して活用
クラウド導入を支援

教育研究DXを支援する
基盤サービス

研究データ基盤整備に直結するクラウド利活用支援機能を強化し、大学等のニーズに基づく支援体制を体系化
（各サービスの利用機関数、2025/11現在）導入支援 143、ゲートウェイ 96、オンデマンド構築 22、

クラウド利活用セミナー等参加 500機関以上
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認証 － 学術認証機能の強化

eduroam JP

世界的無線LAN認証連携である
eduroam(世界106ヵ国・地域に
普及) の日本側とりまとめをNIIが
実施、2017年度から正式に事業
化

802.1x認証を用いた安全・安心の
無線LAN環境を世界中の学術機関
で利用可能に

国内468機関で利用 (2025.10末
現在)

UPKI電子証明書発行
サービス

大学のドメイン名(xxx.ac.jpなど)
のサーバ認証・証明書発行を大学
とNIIが連携して実施

UPKI電子証明書により、サーバの
所有者証明と暗号化通信を実現

自動発行機能の配備
410機関 550ドメインで利用

(2025.10末現在)

学術認証フェデレーション
「学認」

大学・研究機関が組織内で運用す
る個人認証システムを、他機関や
出版社でも利用可能に

⇒大学間認証連携を実現
セキュリティとプライバシーを確

保するための運用基準を設け、安
心・安全を確保

391機関で利用 (2025.10末現在)

研究データ基盤との連携確立のため、学術認証機能の基本性能とセキュリティを強化し、利便性拡大を着実に推進



3. 運営体制・国際連携
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研究データ基盤運営委員会

学術認証運営委員会

学術研究プラットフォーム運営・連携本部

システム作業部会

次世代認証連携検討作業部会
運用作業部会
トラスト作業部会
図書館系サービス作業部会

ネットワーク運営委員会

DX・クラウド運営委員会

セキュリティ運営委員会

高等教育機関における情報セキュリティポリシー推進委員会

CiNii Research作業部会

eduroam 作業部会

学術研究プラットフォーム整備推進委員会

事業の実施体制

学術研究プラットフォーム運営・連携本部

 様々な大学・研究機関の委員で構成される「学術研究プラットフォーム運営・連携本部」等で合意を得な
がら事業の高度化計画を策定し、NIIが実施主体として推進

 所長直下の各技術分野の研究開発センターで最先端の基盤機能を開発
 所長直下の学術基盤推進部で構築・運用を行い、各推進室・支援室で利用者支援を実施
 学術基盤推進部に部長・副部長(2名)体制を新たに構築し、事業の運営強化に取り組んでいる

研究開発・事業推進体制

研究施設
（事業系）

学術ネットワーク研究開発センター （栗本）

知識コンテンツ科学研究センター （武田）

クラウド基盤研究開発センター （竹房）

ストラテジックサイバーレリジエンス研究開発センター
（高倉）

オープンサイエンス基盤研究センター （谷藤）

研究データエコシステム構築事業推進センター （黒橋）

トラスト・デジタルID基盤研究開発センター （佐藤）

学術研究プラットフォーム運営・連携本部

NII所長

学術基盤推進部
学術基盤課
学術コンテンツ課

SINET利用推進室
学術認証推進室
クラウド支援室

コンテンツシステ
ム開発室

部長（合田）
副部長（高倉、

山地）



エコ事業：研究データ管理スタートアップ支援事業
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NIIと大学・研究機関が強力に連携して以下の事業を実践
• 研究データ基盤の更なる高度化
• 多角的なアプローチにより研究データ基盤の全国展開

2025年度開始：
・北海道地区（北海道大学）
・東北地区（東北大学）

2024年度開始済：
・中国四国地区（広島大学）
・九州沖縄地区（九州大学）

2023年度開始済：
・東海地区（名古屋大学）
・北陸地区（金沢大学）

活動内容
・コンソーシアム設立
・セミナー開催
・支援チームの派遣

＊データポリシー策定
＊セミナー講師派遣
＊学内アンケートの実施・分析

NII RDCの全国的展開を強力に支援する地域の支援団体が発足し協働して事業を推進



NII RDC: 国際協力体制

海外連携先

連携内容

• Invenioは、CERNが提供
する複数のデータベース
の基礎となるシステム

• Invenioをベースに公開
基盤を構築

• ソースコードの提供
• 内部ドキュメントの共有
• 定期的なTV会議によるプ

ロジェクト連携

• OpenAIREは、H2020
のサポートで運用され
るディスカバリーサー
ビス

• メタデータ連携
• テキストマイニングに

関する技術的連携
• ナレッジグラフ構築に

関する技術的連携

• Open Science 
Framework (OSF)は、
米国NPOのCOSが開
発・提供するサービス

• OSFを機能拡張し管理
基盤を構築

• ソースコードの提供
• 内部ドキュメントの共

有
• プロジェクト管理シス

テム上での連携

データ公開基盤 データ検索基盤 データ管理基盤

27
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SINET6の国際連携－国際回線の相互バックアップ

Advanced North Atlantic (ANA) MOU
(2019年6月)

Asia-pacific Europe Ring (AER) MOU
(2019年7月）

MOU 更新
(2022年12月)

MOU 更新
(2022年3月)

東京

アムステルダム

Pacific
Wave

MAN
LAN

ロサンゼルス

ニューヨークNether
Light

GOREX
SOE

GÉANT

シンガポール グアム

• SINET5からは、他NRENの国際回線との相互バックアップMOUの締結により、各回線区間の高信頼化を実現

Asia Pacific Oceania Network 
(APOnet) MOU (2021年6月）



4. 学術研究プラットフォームの今後
まとめに代えて
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学術研究プラットフォームの将来像
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• 「AI for Science」時代において、我が国の研究力を強化するには、大量
かつ良質な研究データをAIが再利用し、知識創出の原動力とする環境整備
が不可欠

• SINETとNII RDCを一体的に高機能化することにより、研究データの安全
かつ高速な収集から、研究データの組織的な管理・共有までを円滑かつ連
続的に実現

• 知識基盤を活用し、AIによるメタデータ付与をはじめとして、実験観測装
置等からの研究データの収集・解析・管理までのプロセスを自動化し、研
究者の負担を軽減するとともに、創造的な研究活動を飛躍的に加速



学術研究プラットフォームの現状：
SINET ＋ NII RDC
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管理・共有
収集

国内学術計算リソース
フェデレーション

研究機関
解析

400G・モバイル・セキュア

メタデータ

次期学術研究プラットフォームの守備範囲

学内ネットワーク
L2VPN

実験観測施設

実験観測
装置

実験観測
装置

民間企業



研究者の作業が多く、円滑な研究データの管理・共有が困難

学術研究プラットフォームの現状：
SINET ＋ NII RDC
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管理・共有
収集

国内学術計算リソース
フェデレーション

研究機関
解析

400G・モバイル・セキュア

メタデータ

次期学術研究プラットフォームの守備範囲

学内ネットワーク
L2VPN

実験観測施設

実験観測
装置

実験観測
装置

ネットワークの性能・機能が不足し、
安全・高速なデータ収集が困難

民間企業

他の計算リソースや実験機器との接続も難他の計算リソースや実験機器との接続も難他の計算リソースや実験機器との接続も難

共同研究者の学術認証フェデ
レーションへの参加が不十分



学術研究プラットフォームの将来像：
SINET ＋ NII RDC の高機能化
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民間企業

管理・共有
自動収集

国内学術計算リソース
フェデレーション

NII以外の
研究機関や
分野のPF
とも連携

研究機関
自動解析 自動

メタデータ

次期学術研究プラットフォームの守備範囲

学内ネットワーク

実験観測施設

実験観測
装置

実験観測
装置 VPN-GW

次期SINET
大容量800G 超広域(非地上系) 高セキュア・高信頼

L2VPN



学内ネットワーク

学術研究プラットフォームの将来像：
SINET ＋ NII RDC ＋ 知識基盤
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民間企業

管理・共有
自動収集

国内学術計算リソース
フェデレーション

NII以外の
研究機関や
分野のPF
とも連携

研究機関

実験観測施設

実験観測
装置

自動解析 自動
メタデータ

AI 
エージェント

モデル提供

次期学術研究プラットフォームの守備範囲

AI for Scienceの様々な取り組み

学術知識
グラフ

次期SINET

実験観測
装置

知識基盤

AI 
エージェント

AI 
エージェント

VPN-GW

大容量800G 超広域(非地上系) 高セキュア・高信頼
L2VPN

AIモデル + ソフトウェア + 計算資源

知識基盤：AIモデル、AIモデルを利用するための
ソフトウェアを計算資源に配備して利用できる
ようにしたシステム


